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１．は　じ　め　に
近年、学びは複雑になり、獲得すべき知識も多様
化している。学習の多様化に対して学士課程教育で
の質の保証が一層求められ、自律的学習者の育成を
めざし、学習支援の在り方が検討されるようになっ
てきている（藤田、冨田、2012）。各教育機関では
シラバスの電子化が進んでいるが、膨大な開講科目
の中から、シラバスだけを頼りに時間割を作成す
るのは、特に１年次生にとってはそれほど容易な
作業ではないと報告されている（堀、中山、今井、
2011）。学生が履修計画作りを通して高い内発的動
機づけをするためには、自分の興味やキャリアプラ
ンに基づいて適切に履修計画することが鍵となる
（五島ら、2017）。
調査により、履修科目を選択する際に、進級・卒
業要件以外では、授業内容、将来との繋がり、先輩
や友人の推薦、単位の取りやすさなどが重視されて
いることが報告されている（五島ら、2017）。また
参考になる情報源としては、シラバスや授業を受け
た人の経験談が挙げられる。シラバスで参考にする
項目は「成績評価の方法と基準」「登録条件」「科目
の概要」が主で、「科目のねらい」や「学習の到達
目標」はあまり参考にしない傾向が強い。
履修登録を支援するシステムとしては、藤原ら
（1993）はう回機能を備えた局所最良優先探索法に
よる時間割スケジューリング、杉浦ら（2003）は
図解を利用した履修計画立案支援システムなどが提
案されている。これらの履修支援システムは主に卒
業するまでに必要な単位数、時間割の提案を目的と
したものが多く、学生を主体に個々の興味やキャリ
アプランに基づいて科目の推奨、科目間の関連、教
員との関連を示されていない。また、これらのシス
テムはシラバスや各科目で行われる講義内容を理解
する必要がある。専門分野の知識の少ない学生に
とっては効果的に利用することが出来ないと考えら
れる。
また、近年AIを用いた履修推奨システムが導入さ
れている（濱中、2018）。ポートフォリオに書かれ
た文章をはじめとする様々なデータから各学生の特
性を判断し、自分と同じ特性を持つ卒業生を類似度
の順にランキングし、その卒業生達が何をどのよう
に学んできたのかを推奨できるシステムが開発され
ている。しかし、ポートフォリオを導入されていな
い学校が多く、また新入生にとって、まだ何も情報
が記録されなく、他人と比較できない問題点があ
る。
新入生が入学後、登録システムに全く不慣れであ
り、知り合いや先輩に相談することも難しく、学部
学科の履修ガイダンスだけでは決して十分ではな
い。結果として、主体的目標達成型の学習計画が立
案できているとは言えず、高校までの受動的な学習
意識から抜け出せないまま、主体的な学びへの転換
ができないまま履修科目を選択している現状であ
る。
本研究では、複雑で多様な授業から、学生個々の
興味、目標、学習戦略に基づき、関連授業の推奨、
授業と教員間の関連を視覚的に捉えるため、履修登
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概要：主体的学習を育成するため、学生が自分の目標やキャリアプランに基づいて適切に履修計画を立案する
ことが重要である。従来の履修登録支援システムは主に卒業するまでに必要な単位数、時間割の提案を目的と
したものが多く、学生の目標、授業間の関連性、教員との繋がりが反映されていない問題点がある。本研究で
は、体系的な知識の獲得、及び主体的、自律的学習意欲の向上を目的として、学生の興味、授業、教員との関
連を視覚的に捉える履修登録支援インターフェースを提案・開発する。
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録支援インターフェースを提案・開発する。学生が
自分の目標や将来像を具体的に描きながら行動する
ことにより、体系的な知識の獲得、主体的、自律的
学習意欲の向上を支援するのは本研究の最終目的で
ある。
２．科目履修支援ダッシュボードの作成
本研究では、獨協大学経済学部ホームページに公
表された2018年度のシラバスPDFファイルに基づ
き、データベース及びダッシュボードを作成する。
２．１．シラバスデータベースの作成
まず、シラバスPDFファイルに基づき、授業名、
担当教員名、授業概要、授業計画などフィールドを
抽出し、合計148科目、99名担当教員の情報をCSV
ファイルに整理した。
２．２．シラバス概要の分かち書き
次に、シラバス概要中のキーワードと科目名、教
員名と関連づけるため、シラバスの概要文章を分か
ち書きし、単語ごとに分解した。日本語は西洋語と
違って、通常の文章では空白によって語を区切りさ
れていないため、形態素解析で文章において単語の
区切りに空白を挟んで分かち書きで記述することが
できる。形態素解析に関して、KH CoderやMeCab
などフリーソフトが有名であるが、主に単語ごとの
集計、共起ネットワークの作成などによく使われ
る。本研究では、授業概要の文章を分かち書きする
ため、PythonとJanomeを用いて日本語の形態素解
析を行った。JanomeはPythonの形態素解析エンジ
ンで日本語の文章を形態素ごとに分割し、さらに品
詞ごとに判定したり、分かち書きしたりすることが
できる。本研究では、授業概要の特徴を説明できる
名詞だけに着目し、各授業概要の説明文章を分かち
書きした。
Janomeで分かち書きの実例
元の日本語文章：
「本講義では、コンピュータやネットワークに関
連する基礎的な知識を学びます。」
分かち書きの結果：
「‘講義’、 ‘コンピュータ’、 ‘ネットワーク’、 ‘関連’、 
‘基礎’、 ‘知識’ 」
Janomeで各授業の概要を分かち書きした結果、
和文及び英文概要を含め、合計23284単語の名
詞が分解された。重複した単語を除き、実質的に
3054単語が抽出された。さらに、授業内容と直接
的に関係ない単語、誤認識された単語などを手動で
除き、最終的に3000単語が残され、履修登録ダッ
シュボードに表示される。
２．３．ダッシュボードの作成
本研究では、リアルタイムでインタラクティブに
授業概要、科目名、と教員名を関連づけするため、
MicrosoftのPowerBIを用いてダッシュボードを作
成した（図１）。PowerBIはマイクロソフト社によ
図１　履修登録支援ダッシュボードの全体図
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り提供されたBI（ビジネス・インテリジェンス）
ツールである。各種のデータ処理（抽出、変換、統
合など）、視覚化されたレポートの作成、対話型関
連づけなど機能がある。本研究では、授業シラバス
に基づき作成されたデータベースをPowerBIに導入
し、授業リスト、教員リスト、授業概要、授業計
画、授業キーワードを表すワードクラウド、検索、
及び教員と科目の関係図などダッシュボードを作成
した。
各ダッシュボードが互いに自動的に関連づけら
れ、ひとつのダッシュボードの選択項目が変わった
場合、リアルタイムで他のダッシュボードも自動的
に合わせて表示が更新される。
本研究の中心部分であるワードクラウドは、元々
ソーシャルメディアなどのキーワードの出現頻度
を視覚的に分かりやすく表現する方法として、軸
にワードを含む項目、メジャーにそれぞれのワー
ドの出現頻度を色分け、大きさで表す図形である。
PowerBIで日本語文章データのワードクラウドを作
る場合、自動的に単語ごとに分解されず、文章がそ
のまま表示される問題があるので、本研究では、事
前に形態素解析を行い、授業概要を分かち書きし、
単語ごとに分解処理をした（図１左下）。
ワードクラウドに表示されたように、講義概要に
出現頻度の高い単語は、講義（565回）、経済（501
回）、企業（222回）、国際（211回）、社会（211
回）、環境（172回）、経営（137回）、会計（108
回）などがあった。ワードクラウドを使って、経済
学部の授業体系を視覚的に把握できたと考えられ
る。
また、各教員がどの科目を担当しているか、学生
の関心あるキーワードがどの科目、どの教員と関係
があるかを分かりやすく表示するため、教員と科目
の関係性を表すダッシュボードを作成した（図１右
下）。
３．主体的履修登録の支援方法
従来のシラバス支援システムは、キーワード検索
が主流である。検索結果をテキストリストとして授
業名や教員名が表示され、授業内容、授業名、教員
との関係が分かりにくいという問題点がある。本研
究では、ダッシュボードを用いて、必要な項目を
キーワード検索、或いはマウスでクリックするだけ
で、他の関連情報が自動的に更新される特徴があ
る。また各ダッシュボードをフルスクリーンとして
拡大でき、詳細情報を更に確認することができる。
例えば、教員リストから教員Ａの名前を検索或い
はクリックするだけで、その教員が担当する科目
名（図２）、授業概要のワードクラウドが表示され
る（図３）。表示されたワードクラウドから、教員
Ａがプログラミング、Web、アプリケーション開
発、マルチメディアなどIT専門の教員であることが
一目瞭然で分かる。さらに、科目名をクリックする
と、具体的な授業概要及び授業計画が表示される。
また自分の関心のある分野にどの関連授業がある
か、どの教員が担当されているかを調べるため、授
業概要からキーワードを検索するか、或いはワード
クラウドからキーワードをクリックするか、その
キーワードに関連する科目名及び担当教員名が表示
される。図４はワードクラウドから「プログラミン
グ」キーワードが選択された場合、関連科目及び教
員と関係を示す関係図である。この図から、複数の
図２　教員Aと担当科目の関係図
図３　教員Aの授業概要ワードクラウド
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講義がプログラミングと関係があること、一人の教
員が複数の講義を担当すること、複数の教員が同一
講義を担当していることが視覚的に確認することが
できる。
図５は授業概要から「プログラミング」キー
ワードを検索した結果である。このワードクラウ
ドから、プログラミングに関連する複数の授業は、
Web、アプリケーション、アルゴリズム、PHP、
MySQL、Java、JavaScriptなどの内容が含まれてい
ることが一目瞭然で確認することができる。さら
に、どの科目、どの教員が担当しているかを確認し
たい場合、そのキーワード、或いはフィルターされ
た授業リストから授業名をクリックすると、授業概
要、授業計画など詳細情報が表示される。
４．考察
本研究は主に公開された授業シラバスをデータ
ベースにまとめ、授業概要など文書を形態素解析
し、授業名、教員名、授業計画など授業情報を関連
づけし、統一された授業履修支援ダッシュボードと
して提案・開発した。しかし、分かち書きされた単
語数が多く、ワードクラウドに全部表示されない問
題がある。キーワード検索する時、キーワードが表
示されるが、直接的にワードクラウドから表示・選
択できないキーワードがある。今後、キーワードを
全部に表示できるよう、授業内容と関係ない単語を
除く必要があると考えられる。また、本研究は授業
概要中の名詞だけを形態素解析しワードクラウドに
表示したが、他の授業に関連がある品詞も形態素解
析し表示する必要があると考えられる。その他、教
員と科目名の関係図を表すノードが同じ色で表示さ
れ、教員と科目を区別しにくい問題点がある。今
後、区別しやすいように、別々の色やアイコンで表
示する必要があると考えられる。
５．まとめ
本研究は、学生が履修登録する際、自分の目標に
基づき、自律的に授業を選択・立案できるよう、学
生の興味、授業、教員の関係を視覚的に捉える履修
登録支援ダッシュボードを開発した。今後は、さら
に各授業の関連性を明確にするため、クラスター分
析を行い、類似授業、履修順番などを提案する。ま
た、新入生が参考にできるよう、卒業生の履修登録
データをまとめ、同じ目標を持つ学生達の履修登録
モデルを作成し、個々に合わせた最尤的な履修登録
を提供する。また、あらかじめ履修しておくべき科
目、或いは同時に履修すべき科目といった履修順序
も提示する必要があると考えられる。その他、本シ
ステムの有効性を検証するため、従来の履修登録方
法と比較し、実践的に評価していく予定である。
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図４　プログラミングに関連する科目と教員の関係図
（教員名がPhotoshopで加工済み）
図５　プログラミングに関連する科目のキーワード
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